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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 3 事業名 町議会運営一般 事業区分 □新規 ■継続
担当課 議会事務局 担当係 庶務・議事係
予算区分 款 議会費 項 議会費 目 議会費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

10,867 986 986

補正後 11,853 11,853

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【拡】
8旅費

○議会運営委員会視察研修　2泊3日
（視察先：福島県只見町、茨城県取手市、東京都町田市）

＜普通旅費＞　119千円
・委員会視察研修随行職員（1人）
　118,255円×1人
（2泊3日：航空券51,780円、泊10,900円×2日、日当6,600円、交
通費38,075円）

＜費用弁償＞  867千円
・委員会視察研修議員（7人）
　123,855円×7人＝866,985円
（2泊3日：航空券51,780円、泊13,100円×2日、日当7,800円、交
通費38,075円）

986 単町

合計 986

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

 ○議会運営委員会先進地視察研修旅費等
　（視察先：福島県只見町、茨城県取手市、東京都町田市）　
　　議運委員６人、議長１人、随行職員１人＝　計８人分

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

8 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 928 事業名 地域防災力向上事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 防災危機管理室
予算区分 款 消防費 項 消防費 目 非常備消防費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

2,108 170 85 85

補正後 2,278 1,090 1,188

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 170

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　避難時に支援を要する方の円滑な避難行動を実施または事前検討を行うため、個別避難計画を作成する自治
会や自主防災組織に対し、交付金を交付する。

個別避難計画
作成事業

　避難時に支援を必要とする方の避難について、支援者、避難経
路、避難場所等を定めた個別避難計画の作成を進めるにあたり、
モデル地区を選定し、作成に必要な手順、手引き等等の整備を行
う。
　令和４年度は、２地区を選定し、計画策定に対して交付金を交
付する。
【交付金の額】
○定額（5千円）＋計画作成1人につき2千円

予算要求額：交付金　170千円
　（２地区　８０人分の計画作成を想定）

170
県1/2
町1/2

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
交付金の交付

役場

情報の提供、作成支援

個別避難計画作成、提出

自治会
自主防災組織

個別計画作成とは

　避難時の支援を必要とする者が円滑に避難するために、

支援を必要とする人ごとに、支援を行う者や避難経路、

 避難場所などを記載した計画書。

　同意が得られれば、事前に関係機関（自治会役員、社

会福祉協議会、民生委員、消防等）への情報提供を行う

ことができる。

　作成された個別避難計画を、平時から関係機関で情報

共有し、訓練等で活用することで、災害時の避難行動を

円滑に実施することが可能。

　作成にあたっては、自治会役員等での避難支援に関す

る協議、支援関係者及び要支援者の同意取得などの活動

が必要。

2 - 1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 42 事業名 電算管理（ネットワーク関係） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 情報政策係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 電算機管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

１号補正
６月定例

19,479 9,240 9,240

補正後 28,719 28,719

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

セキュリティ強
靱化設備更新

　行政ネットワークのセキュリティ強化の設備について、機器保
守が困難となっているほか、使用するソフトウェアのサポート期
限が到達するため更新を行う。
○更新対象となっている機能等
　・インターネットメールの内部情報系ネットワークへの
　　自動転送機能
　・悪意のあるインターネットメールの無害化処理
　・住民情報系端末の職員証ICカードによる認証及び操作
　　履歴の記録
　・端末の接続状況や使用状態の監視
○変更点
　・サーバ機器の自庁整備方式から外部データセンターの
　　サーバ利用方式に変更

9,240 単町

合計 9,240

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
行政ネットワークのセキュリティ強化のための設備は、導入後8年を経過しており、機器の保守対応が困難と
なっていることから、更新を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2 - 2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1422 事業名 ICT化推進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 DX推進室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 電算機管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

１号補正
６月定例

7,091 321 321

補正後 7,412 7,412

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

DX推進外部人材
活用

○DX推進アドバイザリー業務委託料の増額
・デジタル専門人材の現地協議に要する旅費負担分
　80,100円（飛行機往復）×4回＝320,400円

321 単町

合計 321

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
デジタル専門人材のアドバイザリー業務において、ＤＸ推進計画の策定時や、事業へのデジタル技術の適用を
検討する場合に、現地での確認作業や協議等を行う必要があるため、委託料の増額を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2 - 3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

１．事業概要

２．整備方針
・令和３年度に行ったワークショップで提案された以下の方針に従って整備を行う。

・公園のシンボルとして親しまれてきたタコをひき続き公園のシンボルとし、眺望の良さを活かした「海」

　をテーマとした公園にする。

・公園の目玉となる大型複合遊具には、ローラーコースターを設置し海に向かって滑り始める構造とする。

　また、着地点を公園の中心に据え、見守りを容易にする。

・誰もが参加、活躍できる社会を目指すユニバーサルデザインの原則に基づき、一部遊具のﾃﾞｻﾞｲﾝを行った。

　（具体例）車イスに乗ったまま進入可能なスロープ、日よけシートの設置、広いスペースを確保したデッキ等

・現在の公園は、緑豊かな反面、眺望の良さを活かしきれていない。植栽の整理を行い、緑に親しみながら

　も眺望の良さを確保した公園とする。

・排水性を向上させ、除草等の作業を軽減し維持管理を容易にするため、真砂舗装を施す。

・海に近い立地のため、塩害が想定される。構造部材にはステンレスを採用し、耐久性を高める。

4
一般会計

事業番号 1574 事業名 赤碕ふれあい広場リニューアル事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 総務課 担当係 施設管理室
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 観光費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

0 150,700 150,700 0

補正後 150,700 150,700 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費
令和３年度に実施したリニューアル設計業務に基づき、公園のリ
ニューアル工事を行う。設計業務中に開催したワークショップで
提案された意見を活かし、住民の求めるリニューアルを行う。

150,700
過疎債・

起債

合計 150,700

（完成予想図） 　　　　　　（平面配置図）

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
老朽化した遊具施設のリニューアルを行い、安心安全な遊び場を提供するとともに、子育て世代にとって魅力
のある町づくりを行う。また、隣接する商業施設・飲食店の来店者を増加させ、地域活性化を行う。

補正の内容

2 - 4



３．整備スケジュール

これまでの
取組状況や
改善点等

設計プロポーザル方式によって、設計業務を進めてきた。設計業務ではワークショップを開催し、住民の意見
を取り入れた。

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5
契約

☆

R5年度

遊具作成

リニューアル工事

リニューアルオープン

事業内容

2 - 5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1539 事業名 ふなのえこども園・成美地区公民館建設事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 　総務課 担当係 　施設管理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

１号補正
６月定例

0 189,115 189,100 15

補正後 189,115 189,100 15

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

実施設計委託料
R3年度に実施した基本設計業務を基に、実施設計業務を委託す
る。

49,115
起債

49,100
町　15

造成工事請負費 建設予定地である農地を造成するための工事を発注する。 140,000
起債

140,000

合計 189,115

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　老朽化したふなのえこども園と成美地区公民館について、新たな施設を複合施設として建設することによ
り、子育て支援をはじめとする地域に開かれた多機能な施設として整備する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 上期 下期 上期 下期
R4年度 R５年度 R６年度

 １実施設計

 ２農振除外・農地転用

 ３用地取得

 ４造成工事

 ５建築確認申請

 ６建設工事

 ７こども園・公民館移転

事業内容

Ｒ６．９竣工

2 - 6



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

4 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4

事業番号 707 事業名 再生可能エネルギー推進事業 事業区分 □新規 ■継続

担当課 町民生活課 担当係 SDGs推進室

予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

1,080 1,000 1,000

補正後 2,080 2,080

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 1,000

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
　脱炭素社会の推進や再生可能エネルギーの導入促進を図り、環境負荷低減だけでなく地域の経済循環と課題解決に資す
ることを目的とした地域新電力会社への出資を行う。

補正の内容

【新】地域新電
力会社出資金

【背景】
　令和元年度より地域新電力に関する勉強会を開始し、事業可能性調査
など詳細な検討を経て、令和３年度には事業者も決定し中部地域で本格
的に新電力事業に取組むこととなった。
【目的】
　地域新電力事業により、エネルギーの地産地消、再生可能エネルギー
の推進による脱炭素社会への転換、地域防災力の強化など、地域内経済
の循環と地域活性化を目指す。地元行政は、事業者に出資することによ
り、事業者の協議会に参加し助言やチェックを行うことができる。
【期待される効果】
　・町民・地域－エネルギーの地産地消による電気料金の低減、脱炭素
化・SDGｓへの積極的参加、避難所等への蓄電池設置による地域防災力
強化、地域新電力による太陽光発電等の電力買取り
　・行政－環境にやさしい町づくり、災害に強い町づくり、地域内経済
循環による地域活性化、貸し屋根等での太陽光発電による公共施設の経
費削減

　○出資金　　　1,000千円
　鳥取県中部地域で立ち上がった地域新電力事業について、設立当初出
資金額30,000千円のうち１町当たり1,000千円を負担する。

1,000 単町

これまでの
取組状況や
改善点等

3-1



◎地域新電力事業の要旨
  ○鳥取県中部を中心とした地元企業の共同出資で鳥取県中部に地域新電力会社を設立
  ○安定的な収益性をもとに環境（脱炭素社会の推進）、経済（地域経済活性化）を両立する地域振興の推進主体となる

地域振興活動

 ○地域内経済循環

  ・エネルギーの地産地消

  ・雇用創出と新産業の創出

 ○地域防災力強化

  ・避難所等への蓄電池設置

 ○人材育成・環境教育

調達計画

 ○地域内再生可能エネルギー

  ・出資者保有電源

  ・地元事業者保有電源

  

 ○その他

  ・日本卸電力取引所（ＪＥＰＸ）

管理体制

 ○取締役は出資企業から選任

 ○外部組織（協議会）によるチェック及び助言

   ⇒ 運営の透明性

  （行政は協議会のメンバーとなる）

 ○税理士による会計監査

   ⇒ 会計の透明性

地域新電力会社

出資

 ○地元企業（約９０％程度）

 ○行政  （約１０％程度）

販売計画（地域内需要）

 ○行政施設

 ○産業需要

 ○住宅需要

利益・マンパワー

電力電力

料金 料金

出資



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 119 事業名 じん芥処理 事業区分 □新規 ■継続

担当課 町民生活課 担当係 SDGｓ推進室

予算区分 款 衛生費 項 清掃費 目 じん芥処理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

210,672 589 589

補正後 211,261 0 0 53,053 0 158,208

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】ことうら
環境アクション
チーム

　令和３年度の「みんなで考える家庭ごみ減量
会議」の提言を踏まえ、町のごみ減量や環境に
関する具体的な実行策の協議等を行うチームに
より研究を進める。

　○報償金（講師謝金）　　　289千円
　（提言書の概要版作成・
　　　　　ワークショップの開催など）

289 単町

【新】生ごみ処
理方法検証事業
費補助金

　家庭から出る生ごみの減量を目指し、生ごみ処理機の利用・コンポス
トによる堆肥化など様々な処理方法がある中で、実効性のある処理方法
の検証を行う。
　それぞれの生活様式に沿った処理方法でモニタリングを行い、その成
果や課題等について報告し周知する取組みに対して補助金を交付する。
　モニタリングにより効果的な処理方法の検証を行うとともに、検証結
果を広く住民に周知することで、生ごみ減量に対する町民への意識高揚
を図る。

　○補助金　　300千円

300 単町

合計 589

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

　琴浦町での家庭から排出されるごみのうち、約４割が生ごみであり、生ごみのおよそ７割が水分であると言われてい
る。令和３年度に行った「みんなで考える家庭ごみ減量会議」で作成した家庭から出るごみの減量に関する提言書に基づ
き「ことうら環境アクションチーム（仮称）」でさらに研究し、実行へ移していく。また、生ごみ処理の方法に関するモ
ニタリングを行うための補助金を交付し、家庭ごみの減量に向けて実効性のある方策を検証する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

みんなで考える家庭ごみ減量会議で出た意見・提言を踏まえ、家庭ごみの減量に対する普及啓発を強化する。

モニター

情
報
発
信

町民役場

補
助
金

報
告
・
提
言

周知
生ごみ減量

方法の実践

興
味
・
関
心

アクション
チーム 等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 7

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 38 事業名 地域交通対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 企画政策課 担当係 企画担当
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

104,438 853 853

補正後 105,291 28,702 5,822 1,500 69,267

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

アプト前バス待
合所設置工事

○工事請負費　853千円
[経過]
　アプト前のプレハブ型待合所が老朽化と防犯上(個室のような状
態)の観点から撤去する方針が決定
[内容]
　公共交通の利便性(利用者の多いバス停の待合環境の向上)を向
上させるため、新たに待合所を設置する。
[理由]
①町営バスの起点終点、他の路線との接続箇所であり、待ち合い
が発生する。
　(野井倉線・上法万線・福永線⇔海岸線) 
②買い物等で高齢者のバス利用者が最も多いバス停である。(日平
均50人以上) 

　　　現在の状況　　　　　　　　　　　　　予定図
853

町
（10/10）

合計 853

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 ・アプト前バス待合所設置に伴う増額

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

4-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 7

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1193 事業名 地域おこし協力隊活動事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 企画政策課 担当係 企画担当
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

3,980 885 885

補正後 4,865 4,865

【募集業務】情報発信の強化
　　　　　●動画やSNSを活用した効果的な情報発信
　　　　　●二次元コードやAR等を活用し、行政情報を分かりやすく発信
　　　　　●町民を巻き込んだ情報発信の仕掛けづくり　など
【任期】R4.9.1～R5.8.31（最長3年間の延長あり）
【募集期間・人数】R4.7.1～7.31（予定）・1名

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

地域おこし協力
隊の活動経費

普通旅費         　 50千円
　研修等の参加経費 50千円
報償費         　 　50千円
　講習等の謝礼金 50千円
需用費　         　 139千円
　消耗品購入費 50千円
　燃料費 69千円
　印刷製本費20千円
役務費   　      　 80千円
　広告料30千円、手数料20千円
　自動車保険料：30千円
使用料及び賃借料　406千円
　ソフト使用料 110千円
　公用車借上料 121千円
　住宅の賃借料 175千円
備品購入費        　100千円
　備品購入費 100千円
負担金            60千円
　研修参加費 60千円

※別途計上
・報酬(事業番号1538)：報酬1,502千円
・共済費(事業番号1538)：238千円＋交通費14千円※活動費に含む
合計：1,754千円

885
単町

特別交付
税措置

合計 885

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
行政からの情報が町民に充分に届いていないことが課題となっている。そのため、動画やSNS等を活用し、戦
略的に町民に届く情報発信を行う地域おこし協力隊を募集する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

4-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 215 事業名 観光振興事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 観光費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

14,145 4,840 1,000 3,840 　寄附金1,000千円

補正後 18,985 2,516 16,469

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

①道の駅琴の浦
西側誘導看板撤
去

●内容　道の駅琴の浦西側誘導看板を撤去
●理由
　・東西から多数の誘導看板がある
　・看板の老朽化（H22年度設置）
　・安全点検義務化による経費負担の増加

2,082 単町

②道の駅「琴の
浦」観光看板新
設

●内容　道の駅琴の浦へ町内誘導看板を設置
        物産館ことうらと観光案内所の3カ所
　　　　ア 413千円 イ 440千円 ウ 440千円
●理由
　・道の駅琴の浦から町内への誘導

1,293

寄附金
1,000
町費
293

③道の駅ポート
赤碕西側入口誘
導看板撤去

●内容　道の駅ﾎﾟｰﾄ赤碕西側入口誘導看板の撤去
●理由
　・看板の老朽化

497 単町

④道の駅ポート
赤碕施設内看板
改装

●内容　道の駅ﾎﾟｰﾄ赤碕施設内ﾏｯﾌﾟ看板の改装
●理由
　・看板の老朽化
　・施設内ﾏｯﾌﾟの欠如

477 単町

⑤道の駅ポート
赤碕風の丘地図
看板改装

●内容　道の駅ﾎﾟｰﾄ赤碕内風の丘地図看板の改装
●理由
　・看板の老朽化

491 単町

【新】道の駅観光看板改装・撤去委託料　合計 4,840

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　道の駅琴の浦をはじめとする観光地から町内周遊を促すため、観光看板の改装・撤去等を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

　・適材適所に看板を設置していく。特に道の駅琴の浦からの町内周遊誘導を強化する。
　・デジタルマップやＱＲコード等との連携も行う

補正の内容

町内ﾏｯﾌﾟを施設ﾏｯﾌﾟへ改装→

ア イ ウ

5-1





令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1162 事業名 気象災害による農業施設等復旧対策事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

0 10,121 5,784 4,337

補正後 10,121 5,784 4,337

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

園芸施設等復
旧対策事業
(強風)

　令和4年3月26日以降に発生した強風により被災した農業用ハ
ウス、畜舎等の再生産に向け施設復旧の支援を行う。

　　補助金10,121千円（支出見込額10,121千円－予算現額0円）

　・ビニールハウス（15棟）
　　　補助率：2/3（県1/3、町1/3）
　　　事業費8,681千円×2/3＝5,787千円
　・牛舎・堆肥舎等（17棟）
　　　補助率：1/2（県1/3、町1/6）
　　　事業費8,668千円×1/2＝4,334千円

【歳入】園芸施設等復旧対策事業費補助金 5,784千円
　　   （歳入見込額5,784千円－予算現額0千円）

10,121
県5,784
町4,337

合計 10,121

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　自然災害により被災した農業用ハウス、畜舎等について、再生産に向け施設復旧の支援を行う。　

補正の内容

7－1－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 164 事業名 野菜振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

43,639 181 0 0 181

補正後 43,820 0 29,581 2,000 0 12,239

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

特定野菜等供
給産地育成価
格差補給事業
負担金

　令和４年度基金造成負担額：180,974円
　　対象品目：白葱、ブロッコリー、ミニトマト

181 単町

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

　特定野菜等供給産地育成価格差補給事業負担金について、令和４年１～３月のブロッコリーにおいて、近
畿及び中国ブロックでの平均販売額が補償基準を下回り、補給金の交付が生じた。これに伴い令和３年度の
補給額がこれまでの積立額を上回り、本年度新たに積立が必要となったため、町負担金（積立金）を増額補
正する。

補正の内容

7－1－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 648 事業名 国県支出返納金 事業区分 ■新規 □継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

0 107 107 0

補正後 107 107 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

返納金

　財産処分による県への返還金　106,036円

　事業名：平成25年・26年度鳥取県企業等農業参入促進支援事業
　対象物：ビニールハウス2棟、農業用機械7台

【歳入】
　平成25年・26年度琴浦町企業等農業参入促進支援事業の財産処
分による返還金　159,054円（県費106,036円、町費53,018円）

107 単町

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　鳥取県企業等農業参入促進支援事業補助金に係る財産処分について県費分を返還するもの。

補正の内容

7－1－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1528 事業名 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種推進室
予算区分 款 総務費 項  総務管理費 目 諸費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

0 4,820 4,820 0 0 0

補正後 4,820 4,820 0 0 0 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

委託料

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保に係る業務
コールセンター委託契約（R4.7.1～9.30)　　4,820,000円

4,820
国補助金
4,820千円

合計 4,820

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
新型コロナウイルスワクチン4回目接種の開始に伴い、接種体制を確保するため、
コールセンター委託契約を7月1日から9月30日まで延長する。

これまでの
取組状況や
改善点等

R4.4.20現在
１回目接種者 ... 13,480人（85.7％）
２回目接種者 ... 13,343人（85.1％）
３回目接種者 ...  9,425人（61.6％）

補正の内容

 8-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 651 事業名 国保財政基盤強化対策繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

140,687 9,080 1,590 5,814 1,676

補正後 149,767 18,433 57,732 0 0 73,602

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

基盤安定
(保険税軽減分)

保険税率改定による保険基盤安定繰出金等の増額。（低所得者に
対し保険税を軽減した分を県と町で負担するもの）

6,693
県3/4
町1/4

基盤安定
(保険者支援分)

保険税率改定による保険基盤安定繰出金等の増額。（財政基盤の
弱い国保財政のため、国・県・町が軽減対象者数に応じて負担す
るもの）

2,198
国1/2
県1/4
町1/4

職員給与等

人事異動に伴う人件費の減額
給与　　　　　　△316千円
通勤手当　　　　　190千円
時間外手当　　　　△6千円
児童手当　　　　　 30千円
期末手当　　　　 △18千円
勤勉手当　　　　 △54千円
住居手当　　　　△168千円
退職手当負担金　 △81千円
共済組合負担金 　  19千円
互助会納付金 　　   1千円

△ 403 単町

未就学児均等割
保険税

保険税率改定による未就学児均等割保険税繰出金等の増額。（未
就学児に係る保険税の均等割を5割減額し、減額分を国、県、町が
負担するもの）対象者（見込）：80名

112
国1/2
県1/4
町1/4

その他（法定
外）

保険税のコロナ減免分に対する繰り出しを行うもの。
【対象者】
　令和4年の事業収入等が令和3年と比較して3/10以上減少する見
込みである人
【減免見込額】800千円
【繰出額】480千円(減免額の6/10) ※4/10は特別調整交付金対象

480 単町

合計 9,080

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
 保険税率改定による保険基盤安定繰出金等の増額を行うもの。また、人事異動に伴う職員人件費の減額、保
険税のコロナ減免分の繰り出しを行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 8-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 10

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 86 事業名 介護保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 介護保険事業

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

329,227 312 312

補正後 329,539 11,087 5,595 313,187

・1号補正　312千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

介護保険特別会
計への繰出

繰出金　312千円
①人事異動に伴う介護保険特別会計への町繰出金　132千円
　内訳：地域支援事業（介護予防） 　3千円
　　　　地域支援事業（包括任意） 129千円

②保険料のコロナ減免分に対する繰出　180千円
【対象者】
　令和4年の事業収入等が令和3年と比較して3/10以上減少する見
込みである人等
【減免見込額】300千円
【繰出額】　　180千円（減免額の6/10）
　　　　　　　※減免額4/10の120千円は特別調整交付金（国）

312 単町

合計 312

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 人事異動に伴う人件費の増額及び介護保険料コロナ減免に伴う町繰出金の補正

補正の内容

 8-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 保険給付費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 保険給付費 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

1,454,330 1,000 1,000 0

補正後 1,455,330 0 1,450,898 2,692 0 1,740

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

傷病手当金

　国民健康保険に加入している被用者で、新型コロナウイルス感
染症に感染した者等に支給する傷病手当金を設けるもの。

　傷病手当金　1,000千円　（財源：特別調整交付金）
　8,330円×30日×4人＝999,600円

1,000 県支出金

合計 1,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要  新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金を対象者に支給するもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 8-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 その他国保に関する事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

524,443 494 320 77 97

補正後 524,937 1 18,066 157,641 349,229

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一般管理費

人事異動に伴う人件費の減額
給与　　　　　　△316千円
通勤手当　　　　　190千円
時間外手当　　　　△6千円
児童手当　　　　　 30千円
期末手当　　　　 △18千円
勤勉手当　　　　 △54千円
住居手当　　　　△168千円
退職手当負担金　 △81千円
共済組合負担金 　  19千円
互助会納付金 　　   1千円

△ 403 繰入金

保険税コロナ
減免

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者
に対し、保険税の減免を行うもの。
【減免見込額】
　800千円
【財源】
　保険給付費等交付金（特別調整交付金）320千円（4/10補助）
　一般会計繰入金（その他（法定外））　480千円（6/10）

0
県支出金
繰入金

予備費 保険税率改定にともなう予備費の増額補正を行うもの。 897 単町

合計 494

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
人事異動に伴う職員人件費の減額及び新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対し
保険税の減免を昨年に引き続き行う。また、保険税率改定による所要の補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 8-2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
介護保険特別会計

事業番号 事業名 介護保険特別会計 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

2,206,228 531 259 132 140 0
町繰入金132千円

支払基金交付金8千円

補正後 2,206,759 572,954 307,899 1,325,906 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

包括支援セン
ター運営費
（789）

人事異動に伴う人件費の増額 656

国252
県129
町129

基金146

介護予防把握事
業（1373）

人事異動に伴う人件費の増額 28

国7
県3
町3

支払基金8
基金7

予備費（518） 人件費の増額に伴う支出 △ 153 基金153

保険料コロナ減
免

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険
者に対し、保険料の減免を行うもの。財源の組替。
【減免見込額】300千円
【財源】
　特別調整交付金（国） 120千円（4/10）
　一般会計繰入金（町） 180千円（6/10）

0
県支出金
繰入金

合計 531

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 人事異動に伴う人件費の増額及び介護保険料コロナ減免に伴う財源の組替。

補正の内容

 8-3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 576 事業名 放課後健全育成事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

13,974 119 119 0

補正後 14,093 3,307 3,189 5,000 2,597

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

放課後児童指導
員等処遇改善臨
時特例事業

補助金
４月～９月分賃金改善分
しおかぜクラブ（(社福）赤碕保育園）

119 国10/10

合計 119

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
新型コロナウイルス感染症への対応等が重なる保育現場等の処遇を改善する「保育士・幼稚園教諭等処遇改善
臨時特例事業」（国10/10）により、私立放課後児童クラブが行う放課後児童支援員等の収入を3%程度引き上
げる処遇改善費用を補助する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

10－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 91 事業名 特別保育 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

34,754 2,797 2,797 0

補正後 37,551 12,146 11,557 13,848

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

保育士・幼稚園
教諭等処遇改善
臨時特例事業

補助金
４月～９月分賃金改善分
赤碕こども園　１，５９７千円
みどり保育園　１，２００千円

2,797 国10/10

合計 2,797

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
新型コロナウイルス感染症への対応等が重なる保育現場の処遇を改善する「保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨
時特例事業」（国10/10）により、私立こども園・保育園が行う保育士等の収入を3%程度引き上げる処遇改善
費用を補助する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

10－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

下伊勢地区道路拡幅工事

4
一般会計

事業番号 226 事業名 道路維持管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 道路橋梁費 目 道路維持費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

54,604 3,000 3,000

補正後 57,604 0 388 5,200 21,100 30,916

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費
【町道維持修繕工事】
　下伊勢地区道路拡幅工事　3,000千円

3,000 単町

合計 3,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 下伊勢地区において、幹線道路（町道街路下伊勢線）からの進入を安全に行えるよう道路の拡幅工事を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

拡幅

拡幅

11-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

河内川河床掘削工事

4
一般会計

事業番号 231 事業名 河川維持管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 河川費 目 河川維持費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

11,900 2,500 2,500 0

補正後 14,400 0 0 0 10,500 3,900

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費
【河床掘削工事】
　河内川河床掘削工事　2,500千円

2,500 起債

合計 2,500

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 災害発生の一因となっている河川内に堆積した土砂の撤去工事を施工する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

11-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1126 事業名 専用水道・飲料水供給施設等修理補助事業 事業区分 □新規 ■継続

担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 衛生費 項 上水道費 目 上水道費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

0 1,000 1,000

補正後 1,000 1,000

（単位：千円）
細事業等 内容 補正額 財源内訳

　給水戸数50戸以上　基準額500千円
　給水戸数49戸以下　基準額250千円
　基準額を超える額の1/2を補助（上限1,000千円）

　別宮水道施設概算修理費2,500千円
　補助金額　（2,500千円-500千円）×1/2＝1,000千円

合計 1,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
令和４年１月以降の大雪による倒木により、別宮用水組合の管理する水道施設が被害を受けたため、その修
理に要する費用の一部を補助し、安心・安全な水の供給が確保できるようにする。

これまでの
取組状況や
改善点等

　用水組合は独立して管理運営を行っており、水道施設の維持管理についてはそれぞれで責任をもって行っ
ていただいている。災害等の突発的な水道施設の修理に対して補助金を交付し、負担軽減を図っている。

補正の内容

専用水道・飲
料水供給施設
等修理費補助

金

1,000 一般財源

12-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1559 事業名
専用水道等の現況調査及び工事費・地元負
担等検討事業

事業区分 □新規 ■継続

担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 衛生費 項 上水道費 目 上水道費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

3,619 2,816 2,816

補正後 6,435 6,435

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

上郷専用水道
の上水道接続
に係る管網解
析業務（水理

計算）

　上郷専用水道を上水道に編入する方法として、上水道へ接続す
る地域と接続しないで上郷水源でまかなう地域の２つに分けるこ
とを検討している。
　このため、第４配水池（法万）からの配水でまかなえるか（水
量、水圧、上郷専用水道内の管口径等）、また、野田飲料水供給
施設を統合する場合に、上郷の水源から供給が可能かどうかを、
水理計算により調査する。

2,816 単町

合計 2,816

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
上郷専用水道および野田飲料水供給施設を上水道に統合する場合について、水理計算を行い、配水方法を検
討する。

補正の内容

12-1-2



上郷専用水道の上水道接続に係る管網解析業務（水理計算）
補正予算額 2,816千円【新規】

 上郷専用水道を上水道に編入する方法として、上水道へ接続する地域と接続しないで上郷水源（第１配水
池）でまかなう地域の２つに分けることで、福永・西大杉間（約500ｍ）の配水管布設替工事が不要となり、
工期の短縮や更新費用を抑えることを考えている。
 また、この接続により野田飲料水供給施設を上水道に接続する場合の水量確保を見込んでいる。

◎ 業務の内容
  ○ 上郷専用水道を上水道に接続する際、第４配水池（法万）からの配水でまかなえるか（水量、水圧、
   上郷専用水道内の管口径等）を調査する。
  ○ 野田飲料水供給施設を上郷へ接続する際、第１配水池（赤松）からの配水について同様に調査する。

          ● 上郷専用水道を上水道へ編入する際の方針決定に活用
          ● 野田飲料水供給施設を上水道へ編入する際の方針決定に活用
          ● 水道事業変更認可申請図書作成の際の資料として活用

水源地

上水道

赤松 福永 西大杉 山田 西公文
東山田 約200ｍ
東大杉
今田

野田

≪検討案イメージ図≫

上水道に接続しない 上水道に接続する

第２配水池第１配水池

第４配水池



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4

事業番号 641・639 事業名 農業集落排水事業繰出金、公共下水道事業繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

561,653 21,286 21,286

補正後 582,939 582,939

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

農業集落排水事
業繰出金

3

下水道事業繰出
金

21,283

合計 21,286

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
１号補正
　事業費の補正による増

補正の内容

12-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4

事業番号 706・640 事業名 農業集落排水事業及び下水道事業推進基金積立金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

16,730 1,560 1,560 0 下水道事業会計繰入金

補正後 18,290 1,560 16,730

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

当該年度の整備事業の財源へ充当しない受益者負担金及び分担金
収入を基金へ積み立てる。

・下水道事業 1,560
下水道会計

繰入金

合計 1,560

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
１号補正
　事業費の補正による増

補正の内容
受益者負担金の
積立

12-1-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
水道事業会計

事業番号 事業名 水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 水道事業費用 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

271,038 1,147 1,147

補正後 272,185 4,613 267,572

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

配水及び給水費
人件費
　給料、手当　等

1,030

総係費
人件費
　給料、手当　等

117

合計 1,147

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 人事異動及び前年度賞与引当金等の減額による人件費の増額

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

12-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
下水道事業会計

事業番号 事業名 下水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 下水道事業費 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

893,519 33,846 11,000 21,286 1,560 一般会計繰入金　21,286千円

補正後 927,365 11,000 359,371 556,994

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

管　路　費
【人件費】

前年度賞与引当金等の減額による人件費の増額
80 繰入金

処 理 場 費

【光熱水費】

水道料金値上げによる農業集落排水処理場光熱水費の増額
※7月請求（6月使用分）から料金改定予定

3 繰入金

【人件費】

人事異動及び前年度賞与引当金等の減額による人件費の増額
2,387 繰入金

【委託料】

起債対象外のため、事業計画検討業務(全体計画・事業計画)分を
４条予算から振替え

29,900

国
11,000
繰入金
18,900

【一般会計繰出金】

事業費補正による積立金の増
1,560 一般財源

特 別 損 失
【過年度損益修正損】

前年度賞与引当金等の減額
△ 84 繰入金

合計 33,846

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

１号補正
　人事異動及び前年度賞与引当金等の減額による人件費の増額
　水道料金値上げによる光熱水費の増額
　事業計画検討業務(全体計画・事業計画)　４条予算からの振替え
　上記に伴う財源の補正

総　係　費

補正の内容

12-3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
下水道事業会計

事業番号 事業名 下水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 資本的支出 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

603,389 △ 38,020 △ 15,060 △ 13,500 △ 9,460

補正後 565,369 8,840 223,568 34,100 298,861

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

委託料
起債対象外のため、事業計画検討業務(全体計画・事業計画)分を
３条予算へ振替え

△ 29,900

国
△11,000

起債
△9,900
一般財源
△9,000

工事請負費
機械・電気設備の更新　減額
社会資本整備交付金（防災安全）の内示額が要望額の約59％だっ
たため

△ 8,120

国
△4,060
起債

△3,600
一般財源
△460

合計 △ 38,020

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

１号補正
　機械・電気設備更新業務の見直しによる　減額
　事業計画検討業務(全体計画・事業計画)　３条予算へ振替え　
　上記に伴う財源の補正

補正の内容

建
設
改
良
費
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 126 事業名 農業委員会組織関係 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農業委員会事務局 担当係 農地係・農政係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業委員会費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

20,597 140 140 0

補正後 20,737 140 20,597

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 140

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　タブレット端末３台導入に係る保守委託料等の必要経費。

農地利用最適化
交付金事業

　タブレット端末通信費（R4.6月～R5.3月）36,300円
　タブレット端末保守委託料　　　　　　　87,300円
  タブレット端末管理システム使用料　　　15,000円 

140 県10/10

これまでの
取組状況や
改善点等

　農地利用状況調査等に係る情報は、これまで紙の地図に記入されたものを職員が手入力していたが、現地で
タブレット端末に入力すれば完了するため、事務の省力化が図られる。

補正の内容

14－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 262・280 事業名 一般教育振興費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 小学校費・中学校費 目 教育振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

31,219 1,851 400 1,451
鳥取県内修学旅行等支援事業費補助金
保護者負担金

補正後 33,070 1,646 555 1,452 29,417

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

修学旅行用バス
借上料

【262】小学校連合　＠216,700円×6台＝1,300,200円
【280】赤碕中学校　＠275,000円×2台＝　550,000円

　県補助金
　　･バス借上げ料の1/3（上限：50千円/台）

1,851
県費

その他

合計 1,851

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　県内実施の修学旅行を対象とした県補助金を活用するため、対象経費を計上する。
　　赤碕中学校修学旅行（5月12日～13日）
　　小学校修学旅行（6月29日～30日）

補正の内容

15-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 681 事業名 上郷地区公民館事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

908 688 688

補正後 1,596 1,596

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費
上郷地区公民館前通路・駐車場舗装工事　94.5㎡
工事費　６８８千円 688 単町

上郷地区公民館前は、一部未舗装区間があり、車の通行等により
陥没し、雨天時には水たまりになるなど不具合が生じている。舗
装をグランドまで延長（9m×10.5m）し、来館者の安全確保を行
う。

合計 688

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 上郷地区区長会にて要望（R4.4.4)のあった公民館前の舗装工事を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 682 事業名 古布庄地区公民館事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

844 1,925 1,925

補正後 2,769 2,769

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費

古布庄地区公民館駐車場街路灯設置工事
　4箇所の街路灯の新設

　まちづくりセンターとして様々な活動を充実、発展させ、夜間
の活動も増えることから利用者の安全確保のため、街路灯を設置
する。

1,925 単町

合計 1,925

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 古布庄地区公民館駐車場に新たに街路灯を設置する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

16-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 321 事業名 町内文化財保護事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 文化財保護費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

6,770 289 289

補正後 7,059 7,059

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

文化財保存保
護・活用事業
補助金（倉阪
神社本殿）

倉阪神社本殿屋根修繕工事費の補助（事業費1／2）
修繕工事費 429千円×（1／2）≒214千円

令和４年４月７日　倉坂部落要望

214 単町

文化財保存保
護・活用事業
補助金（神崎
神社）

神崎神社火災報知器断線復旧工事の補助
（事業費　県１/２、町１/４、所有者１/４）
修繕工事費 302千円×（1／4）≒75千円

3月の強風被害により、火災報知器設備に断線が生じたため、修
繕を行うもの。

75 単町

合計 289

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
町指定文化財「倉阪神社本殿」の屋根に雨漏りが認められるため、所有者が行う被害拡大防止の応急的な修
繕工事に対し補助を行う。
県指定文化財「神崎神社」の火災報知器が断線したため、所有者が行う復旧工事の対し補助を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

腐食の進行が見られる

本殿屋根に腐食が見られ

ることから、所有者が原因

を調査し、屋根に劣化によ

るピットや雨水の流入箇所

が判明したため、修繕に対

する補助を行う。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 325 事業名 生涯学習センター管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 生涯学習センター運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

1号補正
6月定例

29,986 4,131 4,131

補正後 34,117 34,117

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

委託料

浦安駅自由通路点検業務
5年に一度の点検（前回結果　健全性Ⅱ予防保全段階）
JR部分　3,253千円
JR以外　　492千円

3,745 単町

生涯学習セン
ター検討会

生涯学習センターの利活用促進を図る検討会を開催する。
報償費 371千円
需用費  15千円

386 単町

合計 4,131

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
浦安駅自由通路の橋梁定期点検業務（5年に一度）。
生涯学習センター検討会開催。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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